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　皆さんは普段、公園をどのように利用していますか？

　ひとりでゆっくり過ごしたり、お友達や仲間とおしゃべりしたり、子ども
と外遊びをしたり。誰でも気ままに自分のペースで楽しむことができるのが、
公園の魅力のひとつです。

　そんな身近な公園を楽しく活用する取り組み。その名も『地域で育む　み
んなのこうえんプロジェクト』。ぜひこの取り組みを活用して、皆さんのお気
に入りの公園とその周辺地域を美しく保ちながら、もっともっと楽しく盛り
上げていきましょう。

　このガイドラインには、公園の活用を進めるための手順が記載されていま
す。このガイドラインを参考に、公園をもっと楽しむための、最初の一歩を
踏み出してみてください！
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1.『地域で育む みんなのこうえん　　
　プロジェクト』について

　区内には500カ所、約367ヘクタールの公園があります。貴重な財産である一方で、
人口減少に伴い、このままでは公園管理の担い手不足や管理費不足が加速します。
　身近な公園を維持するためには、今まで以上に地域の皆さんが公園に愛着を持ち、地域
主体となった公園活用や維持管理を促進する、新たな仕組みづくりが求められています。

区内の公園について

　身近な公園が「地域の庭」として活発に使われ、地域の皆さんの日常や暮らしの中に
溶け込むことを願って、『地域で育む みんなのこうえんプロジェクト』（以下『みんな
のこうえん』）を立ち上げました。

　『みんなのこうえん』は、日常利用はもちろん、地域の皆さんが清掃や花壇づくりな
どのボランティア活動をしたり、地域のイベントを行うなど、「ゲスト」から「キャス
ト」として公園を活用することでコミュニティを育み、住み続けたいまちづくりにつな
げていく取り組みです。皆さんと一緒に、地域主体の公園運営を考えていくことによっ
て、より使いやすい魅力的な公園づくりを進めていきます。

『みんなのこうえん』について

708 万本

公園数

500 カ所

公園面積

367 ha 9,111人

ボランティア活動数樹木本数

1

※令和6年4月現在
※公園数・公園面積は都立公園を含む（海域を除く）。

『みんなのこうえん』プロジェクト　ロゴに込められた想い

　公園の風景、公園を囲うようにぐる
っと回された手、そして楽しげな明る
い印象を持たせる旗飾り、太陽を組み
合わせて、公園を活用し、人と人が楽
しくつながる様子をイメージして作成
しています。



区民が公園運営に
幅広く参画できる

取り組み

公園に関わる人
が増加

公園を拠点とした
コミュニティの活性化
“住み続けたいまち”へ

「ゲスト」から「キャスト」へ
公園を地域の庭へ

　『みんなのこうえん』を通して、地域の皆さんが公園で活躍するきっかけをつくり、
公園への関わりを増やします。
　公園への関わりが増えることで、公園を拠点としたコミュニティの活性化や、地域
やまちの魅力向上、そして安全安心な公園の管理運営につながります。公園に愛着を
持ち、地域の皆さん自らが“住み続けたいまち”をつくっていきます。

『みんなのこうえん』を通して“住み続けたいまち”へ

　地域の皆さんとひと口に言っても、個人、団体など、公園に関わる形態はさまざま
です。それぞれが公園を活性化することで、皆さんが笑顔になれる地域の未来を創造
してみませんか？
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「もしかしたら自分も公園で何かできるかも」
少しでもその気持ちがあれば、一緒に公園の可能性を見つけていきましょう。




